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１．概要 

グリースチェッカーは、グリース給脂（集中潤滑）が正確に行われているかを目視で確認でき

る製品です。給脂配管やホースの破損等による給脂不良を目視で確認でき、軸受の焼付き等を

未然に防ぐことができる製品です。 

 

２．構成 

グリースチェッカーは本体とグリース給脂を検知するインジケータとグリースニップルから

構成されております。グリースチェッカーは、集中給脂用分配弁以降に設置され、軸受に直接

または、軸受直近の配管に接続して使用するものです。グリースチェッカーにグリースが送ら

れてくると付属インジケータがストローク作動し、グリースが送られていることが確認できま

す。 

 

３．仕様 

型式 KGC-01 

作動油量 約 0.5㎤ 

インジケータ作動圧力 約 0.2－0.3MPa 

クラッキング圧力（内蔵逆止弁） 約 0.4MPa 

使用圧力 Max.3MPa 

使用潤滑剤 グリース NLGI No.1以下 

使用温度 0℃～80℃ 

保護構造 IP44相当 

重量 0.5kg 

 

４．使用方法 

① グリースチェッカー本体の吐出口側を軸受に直接または、配管に接続し、供給口側を分配弁

出口側の配管へ接続してください。（図 1） 

※この時、グリースチェッカー内や配管内にゴミを混入しないように注意してください。 

② ポンプから圧送されたグリースが分配弁を介し、グリースチェッカーまで送られてくると、

グリースチェッカー付属インジケータがストローク作動し、グリースが送られていることが

確認できます。（図 2） 

③ グリースチェッカー付属インジケータが作動後、設備点検時等に手動で押込みボタンを最後

まで押込み、リセットします。（図 3） 

※押込みボタンを最後まで押し込むことで、内蔵された逆止弁を押し下げ、インジケータス

トローク分のグリースの逆流を軽減し、また、内部圧力を軸受側に逃がすことで、インジ

ケータが背圧により戻ってくることを防止します。 

④ グリースチェッカー内蔵逆止弁のクラッキング圧力の調整が可能です。調整ナットを本体吐

出口側から見て、右に回すとクラッキング圧力が高くなり、左に回すとクラッキング圧力が

低くなります。（図 5） 
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⑤ グリースチェッカー付属のグリースニップルから手動グリースガンまたは、電動グリースガ

ンにてグリースを給脂することも可能です。（図 4） 

※手動または電動グリースガンを使用する際は、吐出圧力に注意し、グリースチェッカー使

用圧力Max.3MPaを超えないように使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1           図 2          図 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 4                        図 5 

 

５．保守・点検 

特別な保守・点検は不要ですが、グリース内にゴミが流入しないように注意してください。ま

た、グリースチェッカー付属インジケータやグリースニップルに粉塵・砂などが付着しないよ

う、確認・清掃してください。グリースニップルから給脂する際は、グリースニップルとグリ

ースガンのノズル先端をきれいに拭いてからノズルを接続し、給脂を行ってください。 

また、インジケータには潤滑用のグリースが塗布されており、内部のグリースが薄っすらと付

着しております。インジケータにグリースが付着していることは正常な使用範囲です。 

インジケータは、内部シールの潤滑性を保ちスムーズに作動させる為に構造上、使用中（イン

ジケータの往復作動時）に内部グリース及び油分がインジケータに付着することがあります。

インジケータの作動を繰り返していく中、内部グリース及び油分が本体上部に溜まっている場

合は、定期的な清掃をしてください。 
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６．運用方法及び使用上の注意事項 

① グリースチェッカー以降の軸受による背圧が高い場合、グリースチェッカー付属インジケー

タのリセットを行うとき、背圧により押し戻されることがあります。しばらくの時間経過後

にリセットを行うか、インジケータを最後まで押し込んで内部のグリースを逃がすようにし

てください。 

② グリースチェッカー以降に配管がある場合、配管長さや配管径によりグリースの圧送による

配管圧損が発生します。グリース配管圧損が大きい場合、①と同様に、しばらくの時間経過

後にリセットを行うか、インジケータを最後まで押し込んで内部のグリースを逃がすように

してください。 

③ ①又は②を実施した上でもインジケータが押し戻される場合は、グリースチェッカー供給口

へ逆止弁を取り付けてください。逆止弁を取り付けることで、グリースチェッカー付属イン

ジケータをリセットしたときに、押し戻される現象を軽減することができます。 

④ グリースチェッカー供給口へ逆止弁を取り付けることで、高圧状態を検知することも可能で

す。逆止弁により、グリースチェッカー付属インジケータを押し込むと、押し込んだグリー

スは軸受側へ流れるようになります。正常であれば、インジケータを押し込むとその状態の

ままとなりますが、軸受の背圧等により高圧状態となっていると、インジケータが押し込め

ない又はすぐに押し戻されます。この状態の場合、軸受側の背圧が高くなっており、高圧状

態と判断できます。 

⑤ グリースチェッカーを使用中（インジケータの往復作動時）、インジケータに内部グリース及

び油分が付着しますが、部シールの潤滑性を保ちスムーズに作動させる為に構造上の為であ

り、これは正常な使用範囲です。（5．保守・点検内にも記載） 

⑥ グリースチェッカーを長期間使用しない場合、グリースチェッカー付属インジケータとシー

ル用 Oリングの摺動面に潤滑が無くなり、固着する場合があります。そのときは、インジケ

ータ押込みボタンを回して頂くと解消されます。 
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７．設置上の注意事項 

グリースチェッカーは、インジケータの作動後は手動でインジケータを押し戻す構造になって

います。設置は、人の手の届く範囲でグリースチェッカーを取り付けるようにしてください。 

また、取付はグリースチェッカー付属インジケータが作動する方向を下向きに設置しないよう

にしてください。設備側の振動等によりインジケータが作動する恐れがあります。 

取付時は、吐出口側をねじ込む際、締め込み過ぎないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 6．取付イメージ 
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８．トラブルシューティング 

 

症状 考えられる原因 対処法 

リセット時にインジケータ

が押し戻される 

グリースチェッカー以降

の背圧や配管圧損が高い 

しばらく時間をおいて再度リセットを

行う。 

インジケータを最後まで押し込んで内

部のグリースを逃がす 

調整ナットを吐出口側から見て反時計

回りに回しクラッキング圧力を低くす

る 

グリースチェッカー供給口に逆止弁を

取り付ける 

インジケータが作動しない 

長時間未使用によりイン

ジケータ摺動面が固着し

ている 

インジケータ押しボタンを左右に数回

回す 

長時間未使用によりイン

ジケータ作動圧力が規定

値より大きくなっている 

調整ナットを吐出口側から見て時計回

りに回しクラッキング圧力を高くする 

インジケータ摺動部からグ

リースが漏れてくる 

（分配弁の吐出量と 

 同等量の漏れの場合） 

内部 O-リングの摩耗 O-リングの交換 

※上記を実施頂いても症状が改善されない場合は、販売代理店または各営業所へ 

 お問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改訂履歴 

 R1．2020年 3月 5日 ：6．運用方法及び使用上の注意事項の追加、5．保守・点検内容変更、 

7．トラブルシューティング内容変更 
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１．概要 

グリースチェッカーは、グリース給脂（集中潤滑）が正確に行われているかを目視で確認でき

る製品です。給脂配管やホースの破損等による給脂不良を目視で確認でき、軸受の焼付き等を

未然に防ぐことができる製品です。 

 

２．構成 

グリースチェッカーは本体とグリース給脂を検知するインジケータとグリースニップルから

構成されております。グリースチェッカーは、集中給脂用分配弁以降に設置され、軸受に直接

または、軸受直近の配管に接続して使用するものです。グリースチェッカーにグリースが送ら

れてくると付属インジケータがストローク作動し、グリースが送られていることが確認できま

す。 

 

３．仕様 

型式 KGC-02 

作動油量 約 0.5㎤ 

インジケータ作動圧力 約 0.2－0.3MPa 

クラッキング圧力（内蔵逆止弁） 約 0.4MPa 

使用圧力 Max.3MPa 

使用潤滑剤 グリース NLGI No.1以下 

使用可能温度 0℃～135℃ 

保護構造 IP44相当 

重量 0.5kg 

※耐熱温度は、グリースの劣化を除きます。 

 長時間の加熱でグリースが流動していない状態では、グリースの固化によりグリースチェ

ッカー内部に異常が発生し、クラッキング圧力が低下する場合があり、インジケータが作動

しない恐れがあります。 

 

４．使用方法 

① グリースチェッカー本体の吐出口側を軸受に直接または、配管に接続し、供給口側を分配弁

出口側の配管へ接続してください。（図 1） 

※この時、グリースチェッカー内や配管内にゴミを混入しないように注意してください。 

② ポンプから圧送されたグリースが分配弁を介し、グリースチェッカーまで送られてくると、

グリースチェッカー付属インジケータがストローク作動し、グリースが送られていることが

確認できます。（図 2） 

③ グリースチェッカー付属インジケータが作動後、設備点検時等に手動で押込みボタンを最後

まで押込み、リセットします。（図 3） 

※押込みボタンを最後まで押し込むことで、内蔵された逆止弁を押し下げ、インジケータス

トローク分のグリースの逆流を軽減し、また、内部圧力を軸受側に逃がすことで、インジ

ケータが背圧により戻ってくることを防止します。 
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④ グリースチェッカー内蔵逆止弁のクラッキング圧力の調整が可能です。調整ナットを本体吐

出口側から見て、右に回すとクラッキング圧力が高くなり、左に回すとクラッキング圧力が

低くなります。（図 5） 

⑤ グリースチェッカー付属のグリースニップルから手動グリースガンまたは、電動グリースガ

ンにてグリースを給脂することも可能です。（図 4（図は KGC-01型）） 

※手動または電動グリースガンを使用する際は、吐出圧力に注意し、グリースチェッカー使

用圧力Max.3MPaを超えないように使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1           図 2          図 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 4                        図 5 

 

５．保守・点検 

特別な保守・点検は不要ですが、グリース内にゴミが流入しないように注意してください。また、

グリースチェッカー付属インジケータやグリースニップルに粉塵・砂などが付着しないよう、確

認・清掃してください。グリースニップルから給脂する際は、グリースニップルとグリースガン

のノズル先端をきれいに拭いてからノズルを接続し、給脂を行ってください。 

また、インジケータには潤滑用のグリースが塗布されており、内部のグリースが薄っすらと付着

しております。インジケータにグリースが付着していることは正常な使用範囲です。 
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インジケータは、内部シールの潤滑性を保ちスムーズに作動させる為に構造上、使用中（インジ

ケータの往復作動時）に内部グリース及び油分がインジケータに付着することがあります。イン

ジケータの作動を繰り返していく中、内部グリース及び油分が本体上部に溜まっている場合は、

定期的な清掃をしてください。 

 

６．運用方法及び使用上の注意事項 

① グリースチェッカー以降の軸受による背圧が高い場合、グリースチェッカー付属インジケー

タのリセットを行うとき、背圧により押し戻されることがあります。しばらくの時間経過後

にリセットを行うか、インジケータを最後まで押し込んで内部のグリースを逃がすようにし

てください。 

② グリースチェッカー以降に配管がある場合、配管長さや配管径によりグリースの圧送による

配管圧損が発生します。グリース配管圧損が大きい場合、①と同様に、しばらくの時間経過

後にリセットを行うか、インジケータを最後まで押し込んで内部のグリースを逃がすように

してください。 

③ ①又は②を実施した上でもインジケータが押し戻される場合は、グリースチェッカー供給口

へ逆止弁を取り付けてください。逆止弁を取り付けることで、グリースチェッカー付属イン

ジケータをリセットしたときに、押し戻される現象を軽減することができます。 

④ グリースチェッカー供給口へ逆止弁を取り付けることで、高圧状態を検知することも可能で

す。逆止弁により、グリースチェッカー付属インジケータを押し込むと、押し込んだグリー

スは軸受側へ流れるようになります。正常であれば、インジケータを押し込むとその状態の

ままとなりますが、軸受の背圧等により高圧状態となっていると、インジケータが押し込め

ない又はすぐに押し戻されます。この状態の場合、軸受側の背圧が高くなっており、高圧状

態と判断できます。 

⑤ グリースチェッカーを使用中（インジケータの往復作動時）、インジケータに内部グリース及

び油分が付着しますが、部シールの潤滑性を保ちスムーズに作動させる為に構造上の為であ

り、これは正常な使用範囲です。（5．保守・点検内にも記載） 

⑥ グリースチェッカーを長期間使用しない場合、グリースチェッカー付属インジケータとシー

ル用 Oリングの摺動面に潤滑が無くなり、固着する場合があります。そのときは、インジケ

ータ押込みボタンを回して頂くと解消されます。 
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７．設置上の注意事項 

グリースチェッカーは、インジケータの作動後は手動でインジケータを押し戻す構造になって

います。設置は、人の手の届く範囲でグリースチェッカーを取り付けるようにしてください。 

また、取付はグリースチェッカー付属インジケータが作動する方向を下向きに設置しないよう

にしてください。設備側の振動等によりインジケータが作動する恐れがあります。 

取付時は、吐出口側をねじ込む際、締め込み過ぎないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図 6．取付イメージ（図は KGC-01型） 
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８．トラブルシューティング 

 

症状 考えられる原因 対処法 

リセット時にインジケータ

が押し戻される 

グリースチェッカー以降

の背圧や配管圧損が高い 

しばらく時間をおいて再度リセットを

行う。 

インジケータを最後まで押し込んで内

部のグリースを逃がす 

調整ナットを吐出口側から見て反時計

回りに回しクラッキング圧力を低くす

る 

グリースチェッカー供給口に逆止弁を

取り付ける 

インジケータが作動しない 

長時間未使用によりイン

ジケータ摺動面が固着し

ている 

インジケータ押しボタンを左右に数回

回す 

長時間未使用によりイン

ジケータ作動圧力が規定

値より大きくなっている 

調整ナットを吐出口側から見て時計回

りに回しクラッキング圧力を高くする 

インジケータ摺動部からグ

リースが漏れてくる 

（分配弁の吐出量と 

 同等量の漏れの場合） 

内部 O-リングの摩耗 O-リングの交換 

※上記を実施頂いても症状が改善されない場合は、販売代理店または各営業所へ 

 お問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改訂履歴 

 R1．2020年 3月 5日 ：6．運用方法及び使用上の注意事項の追加、5．保守・点検内容変更、 

7．トラブルシューティング内容変更 


